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本部会

～自身の成長の場として～ 小見会長挨拶
　皆様には日ごろよりPTA活動にご理解とご尽力を頂いておりますことに感謝申し上げます。PTA活動は、子ど
もたちの「教育環境の向上」と併せて「家庭教育の充実」に大きな役割を果たしています。特にPTA活動を通じて
私たち保護者同士がお互いにつながり、対話や交流することで、いろんな立場や考え方があることに気づいたり、
自身の行動を振り返ったりと、保護者自身の成長の場にもなっているものと思っています。「すべては心豊かな子
どもたちへ」を合言葉に、皆さんと力を合わせて一歩ずつ前進できればと思います。

ホームページもご覧ください！
新潟市小中学校PTA連合会
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記編 集 後
　今号では市Ｐ連研究大会を始め、指
定都市情報交換会新潟大会など、各
大会の報告をさせて頂きました。色々
な地区や県外都市の活動を知って頂
き、より活発なＰＴＡ活動に繋がって行
ければと思います。ご協力頂いた皆
様、ありがとうございました。

＜広報委員会＞
長谷川雅朗(葛塚東小)
南雲　保子（白新中）
鳴海さやか（光晴中）
坂爪　豪　（東石山中）
植木　圭　（関屋小）
伊藤　英樹（大野小）
如澤　栄輝（中之口中）
入江　清次（中学校長会）
渡邉　愛子(南中野山小)

副委員長
委　員

Special 
Thanks

委員長

令和２年２月８日（土） 受付 12：５０～　開会 １３：２０～日時

ANAクラウンプラザホテル新潟会場

研修会

仲島正教（なかじま まさのり）氏　教育サポーター
「今日の家庭教育が果たすべき役割」

新潟市立巻東中学校ＰＴＡ
「親子で守ろう！～通信機器やSNSの安全な利用を目指して～」

テーマ「教職員の多忙化解消に向けた一枚一枚取組の成果と課題」

講演会
演題

実践
発表

右記のとおり、新潟市PTA交流会を開催いたします。
一般PTA会員の方も是非ご参加ください。
申込みについては、各学校へ案内文と申込書を送付しておりま
すので、各学校単位でお申し込みください。

新潟市PTA交流会お知らせ
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令和元年12月

新潟市小中学校ＰＴＡ連合会
新潟市中央区幸西３－３－１
じょいあす新潟会館
TEL:（025）242-0177

新潟市小中学校ＰＴＡ連合会基本構想におけるスローガン

すべては心豊かな子どもたちへ　
親のおもい、学校のちから、地域のやさしさ

第５１回 日本ＰＴＡ関東ブロック研究大会　千葉市大会
１０月１２日（土）・１３日（日）に行われる予定でした第５１回日本ＰＴＡ関東ブロック研究大会千葉市大会については、
台風１９号の影響により中止となりました。
来年度の関東ブロック研究大会は栃木県宇都宮市で令和２年１１月１４日（土）・１５日（日）に開催予定です。

できない子はいない 時間がかかるだけである 他の子とくらべない
～新潟市小中学校ＰＴＡ連合会研究大会 南区大会～

　オープニングでは月潟小学校児童が練習を積んできた月潟太鼓「黄金
（こがね）」「かぐわら」を披露してくれました。堂々とした振る舞いは大人
顔負けの素晴らしい演奏でした。
　白根高等学校少林寺拳法部の演武では、男子組演武と男子単独演武
を披露してくれました。「突き、蹴り、受け」の素早い動きが会場の空気を
揺さぶるほどでした。
　実践発表では茨曽根小学校PTAが（PTA総会、授業参観出席率１００％）
「PTAの奉仕活動」「子ども大凧合戦大会」「文化祭バザー」などの活動を
通じ、保護者と学校と地域とのかかわりを発表していただきました。
　味方中学校PTAの発表では、小学校と中学校が隣接していることもあ
り児童生徒及び教職員間での小中連携での取り組みを「毎朝の交通安全
指導やあいさつ運動」「学習ボランティア」「防災マップ作り」「読み聞かせ
活動」などを通じて紹介してくれました。

アトラクション　月潟太鼓、白根高等学校少林寺拳法部演武
実践発表：茨曽根小学校PTA、味方中学校PTA
講演会：宮本延春（みやもと まさはる）氏
閉会式

令和元年　11月9日（土）13：15～16：25日時

白根学習館ラスペックホール会場 約400人参加人数

「育もう子どもの自己肯定感！」
～子どもたちが自信をもって自らの手で未来を切り拓くために～

大会
主題

プ
ロ
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ラ
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　著書「オール１の落ちこぼれ、教師になる」で知られる元教師。いじめが原因で学校嫌いになり、中１の成績はオール１。23歳の時に
見たアインシュタインのビデオに衝撃を受け、勉学に励み教師となる。いじめられていた時代のお話から、なぜ勉強をしようと考えた
のか？自身の半生を笑いあり涙あり楽しく語ってくださいました。
　講演で感銘を受けたフレーズを一部ですが紹介します。
〇「子どもとの会話では共感的理解が大切である」否定から入らない、価値観を大切にする、気持ちに寄り添う。
〇自己評価と他者評価は表裏一体であり他人からたくさん「〇（まる）」を出してもらえた子は自分にもたくさん
　「〇（まる）」を出せるようになる。
〇「できない子はいない、時間がかかるだけである。他の子とくらべない」
　前向きになる言葉をたくさんいただきました。参加していただいた皆様からも「子どもたちの自己肯定感につながるかかわり方を
教えていただき参考になりました」と意見も寄せられました。たくさんのご参加ありがとうございます。

講演会「子どもの自己肯定感を育む大人の役割について」 エッセイスト、元高校教師、作家　宮本延春氏

　広報紙コンクールにたくさんのご応募ありがとうございました。
新潟日報社編集局報道部第二部長の小原広紀様を審査委員長に
迎え審査した結果、PTA広報紙の目的・使命・記事・編集・レイアウ
ト・見出しなどの評価が総合的に優れていた計10校が見事に受賞
の栄誉に輝きました。

PTA便りって こんなに面白いんだ！
新潟市小中学校PTA連合会 広報紙コンクール結果

　「PTA便りはどこも似通っているんじゃないか」。そんな浅はか
な先入観があっさり打ち砕かれました。初めての審査で多彩な作
品に触れ、「PTA便りって、こんなに面白いんだ」と開眼させられた
思いです。
　どの広報紙も作り手のみなさまの「読んでほしい」という熱意
と、子供を慈しみ、地域を愛する思いがあふれていました。仕事や
子育てで忙しい中、充実した紙面を作るのは本当に大変だと思い
ます。みなさまの努力に脱帽しつつ、とても楽しく審査させていた
だきました。

小原様からの審査講評（抜粋）

小学校の部

最優秀賞
優秀賞
奨励賞
奨励賞
奨励賞
奨励賞

和納小学校「のぞみ」
万代長嶺小学校「翔」
鳥屋野小学校「鳥屋野」
漆山小学校「あしなみ」
大形小学校「かけはし」
葛塚東小学校「しのゝ め」

中学校の部

最優秀賞
優秀賞
奨励賞
奨励賞

大形中学校「ぽぷら」
葛塚中学校「PTAくずつか」
藤見中学校「藤見」
五十嵐中学校「薫風」

小学校の部 最優秀賞
和納小学校
「のぞみ」

中学校の部 最優秀賞
大形中学校
「ぽぷら」
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　９月１２日、１３日の２日間、ホテルオークラ新潟にて「すべては
心豊かな子どもたちへ」をテーマに情報交換会が開催され、全国
１６の指定都市ＰＴＡ（連絡）協議会から１３１名の参加がありまし
た。１日目は、４つの分科会に分かれ情報交換を行いました。

　２日目は、全体会において分科会の報告が行われた後、日本ペップトーク普及協会代表理事の
岩﨑由純氏より「子どもの心を育てる言葉かけ」～やる気にさせるコミュニケーション術～と題し
た記念講演が行われました。
　講演でテーマとなった「ペップトーク」とは、選手や生徒、部下などを励ますために指導者が試
合（本番）前に使う「激励のショートスピーチ」のことで、元気・活気・勇気を与えるトーク術です。
　事実を受け入れ、とらえ方を肯定的に変えて、相手に「して欲しい」ことをポジティブな言葉
で伝えることで、成功をイメージしてもらう方法をお話しいただきました。

８月２３日（金）・２４日（土）の2日間にわたり第67回日本ＰＴＡ全国研究大会が兵庫県にて開催さ
れ、新潟市Ｐ連からは２０名で参加してきました。
１日目は各分野別に兵庫県内１０会場にて分科会が行われ、新潟市Ｐ連は第１分科会と特別第２分
科会に分かれて参加し、特別第２分科会では文科省が進めている、地域が学校運営に積極的に係
わって行く制度「コミュニティ・スクール」（学校運営協議会制度）について導入事例などを交えながら講演・討議を聞いて、今後の学
校運営の在り方などについて学んできました。
２日目は神戸市のワールド記念ホールにおいて全体会が行われ、記念講演にメンタリスト ＤａｉＧｏさんの講演がありました。ＤａｉＧｏ
さんはメンタリストの視点から子育てのコツや、ＰＴＡ活動についても「ＰＴＡを心理学的にラクにするには活動をまじめにやろうとする
よりちょっと変えてみよう、遊び感覚も取り入れてやってみるのがいい」ということをお話されていました。
２日間参加して今後のＰＴＡ活動にたいへん参考となる大会でした。
来年度の第６８回日本ＰＴＡ全国研究大会は富山県で開催予定です。

日本ＰＴＡ全国研究大会新潟大会開催から、はや１年…

～指定都市ＰＴＡ情報交換会新潟大会～

短い
分かりやすい
肯定的な言葉を使う
魂を揺さぶる
人をその気にさせる

●
●
●
●
●

ペップトークの特徴

第１分科会 「組織・運営」 第2分科会 「研修活動」

第3分科会 「地域連携」 第4分科会 「広報活動」

　第１分科会では「PTAの存在意義と任意
加入の問題を考える」というテーマで、先
行事例として、さいたま市と横浜市より実
例のご発表を頂いた後、各都市の皆様と
意見交換と情報交換をしました。話の中では「個人情報保護法への対応を同
時に対処することと、その過程で教育委員会等との密接な連携と協力が理
解と賛同を得やすくなる」や「今後は活動の理念と運営手法を時代に即した
ものとなるように改善を重ねながら丁寧な情報発信をし、リスク管理ととも
に勇気を持って取り組んでいくことが肝要であろう」などといった話が出て
いました。

　第２分科会では「多忙化解消等、今求め
られているPTAの役割と研修」をテーマに
グループディスカッションを行いました。
　子どもたちを最前線で支える教職員が
心身ともに健康で、その専門性を十二分に発揮し、質の高い授業や教育活動
を担っていけるよう保護者・PTAそして地域が学校と手を取り合い、家庭教
育力を向上させながら学校教育を支えていくにはどうしたらよいのかについ
て話し合い「会議や事務的な時間の削減」「コミュニケーション不足の解消」
など活発な意見交換が行われました。

　第３分科会では「安全・安心　子どもた
ちを取り巻く環境問題への取組」をテーマ
に、子どもたちの安全・安心を確保するた
めには何が一番有効なのか、そして何を
優先すべきなのかを考えました。ワールド・カフェ形式の討論では登下校時
の安全・安心、SNSの利用について活発な議論が行われ最後に参加者全員
による意見の共有を行いました。共有された意見をもとに各指定都市、単P
で実際に行動にうつされ、子どもたちがより安全・安心な環境で過ごせるよ
うになることを希望します。

　第４分科会では「広報活動」をテーマに、
前半は各協議会が持ち寄った広報紙の特
徴などを発表してもらい、後半はワールド
カフェ形式での討議を行いました。「広報
紙とソーシャルメディア等の活用」「目線を下げて子どもでも興味がわく広報
紙づくり」などのたくさんの話が出ており、今後の活動等の情報発信に非常
に参考となる話し合いが出来ました。そして今回の話し合いで得られた内容
を新潟市Ｐ連の広報活動にもつなげて行ければと考えています。

～第６７回 日本ＰＴＡ全国研究大会 兵庫大会～

全国から１６指定都市ＰＴＡが新潟市に集結 子どもたちを危険から守るために！！

「地域で見守りプロジェクトぴいす金津」

中野山小学校ＰＴＡ「地域安全マップ」づくり

　ぴいすとはPTAの「Ｐ」と「椅子」を組み合わせた名称で椅子を使った新し
い形の防犯活動です。今年6月に開催された新潟市小中学校ＰＴＡ連合会年
度初め研修会で講師として来県された犯罪学専門家、立正大学の小宮信夫
教授に効果的なホットスポット（犯罪の起きやすい条件の場所）対策として評
価していただきました。通学路のホットスポットに地域の人の手で塗装・管理
された椅子を設置し自由に座っていただく事により「人の気配を感じられる
場所に変えていこう！」「地域で見守りをしてもらおう！」という取り組みです。

　新潟市立中野山小学校PTAでは、近年中野山小学校区コミュニティ協議会と共催して、地域安全マップづくりを行ってきまし
た。「地域安全マップ」とは、立正大学小宮信夫教授が考案した子どもの犯罪被害防止教育プログラムで、犯罪が起きやすいとさ
れる「誰もが入りやすい場所」かつ「誰からも見えにくい場所」をフィールドワークで点検し、地図に写真やインタビュー記事を貼
り、表していく作業です。
　中野山小学校ＰＴＡも子どもたちが主体的となって自らの目線で危険箇所を点検して写真や記事を集め、それをオリジナリ
ティを交え見やすいように掲載しマップを作成しました。
　「新潟県地域安全マップづくりコンテスト」に今年も４作品を出展し、２年連続の新潟県知事賞（最優秀賞）、新潟県教育長賞
（優秀賞）、安全マップ賞（佳作）を受賞することが出来ました。
　来年度も、「地域安全マップ」を通し、地域と一体になって子どもの犯罪に巻き込まれない力を身につけるという目標に向かっ
て、この活動を継続していきたいと思います。

　これらの活動により秋には秋葉警察署から感謝状をいただき、「新潟県
犯罪のない安全で安心なまちづくり県民大会」では、特別功労団体として
表彰していただきました。

①「あつめる」地域で不要になった木製の椅子を寄付していただく。
②「ぬる」定期的に塗装イベントを開催し、地域の児童や住民の皆さんに
　オレンジ色に塗ってもらうことで防犯意識の継続を図る。
③「すわる」入りやすく見えにくい場所などの条件に該当するホットスポットに
　椅子を設置し、地域の皆様に自由に座っていただくことで見守ってもらう。
④「まもる」夏休み前の集団下校時に
　「子どもたちによる子どもたちの為の地域安全MAP作り」

犯罪の起きやすい場所

 「人が入りやすく
  　見えにくい場所」
などに椅子を置いて

座ってもらうことで

「人の気配がある
  　あたたかい場所」へ

新潟県知事賞(最優秀賞) 新潟県教育長賞(優秀賞)

第
9
回 

新
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県
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域
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～「ぴいす金津」「中野山小学校ＰＴＡ」　安心安全対策の取り組み紹介～
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岩﨑由純氏より「子どもの心を育てる言葉かけ」～やる気にさせるコミュニケーション術～と題し
た記念講演が行われました。
　講演でテーマとなった「ペップトーク」とは、選手や生徒、部下などを励ますために指導者が試
合（本番）前に使う「激励のショートスピーチ」のことで、元気・活気・勇気を与えるトーク術です。
　事実を受け入れ、とらえ方を肯定的に変えて、相手に「して欲しい」ことをポジティブな言葉
で伝えることで、成功をイメージしてもらう方法をお話しいただきました。

８月２３日（金）・２４日（土）の2日間にわたり第67回日本ＰＴＡ全国研究大会が兵庫県にて開催さ
れ、新潟市Ｐ連からは２０名で参加してきました。
１日目は各分野別に兵庫県内１０会場にて分科会が行われ、新潟市Ｐ連は第１分科会と特別第２分
科会に分かれて参加し、特別第２分科会では文科省が進めている、地域が学校運営に積極的に係
わって行く制度「コミュニティ・スクール」（学校運営協議会制度）について導入事例などを交えながら講演・討議を聞いて、今後の学
校運営の在り方などについて学んできました。
２日目は神戸市のワールド記念ホールにおいて全体会が行われ、記念講演にメンタリスト ＤａｉＧｏさんの講演がありました。ＤａｉＧｏ
さんはメンタリストの視点から子育てのコツや、ＰＴＡ活動についても「ＰＴＡを心理学的にラクにするには活動をまじめにやろうとする
よりちょっと変えてみよう、遊び感覚も取り入れてやってみるのがいい」ということをお話されていました。
２日間参加して今後のＰＴＡ活動にたいへん参考となる大会でした。
来年度の第６８回日本ＰＴＡ全国研究大会は富山県で開催予定です。

日本ＰＴＡ全国研究大会新潟大会開催から、はや１年…

～指定都市ＰＴＡ情報交換会新潟大会～

短い
分かりやすい
肯定的な言葉を使う
魂を揺さぶる
人をその気にさせる

●
●
●
●
●

ペップトークの特徴

第１分科会 「組織・運営」 第2分科会 「研修活動」

第3分科会 「地域連携」 第4分科会 「広報活動」

　第１分科会では「PTAの存在意義と任意
加入の問題を考える」というテーマで、先
行事例として、さいたま市と横浜市より実
例のご発表を頂いた後、各都市の皆様と
意見交換と情報交換をしました。話の中では「個人情報保護法への対応を同
時に対処することと、その過程で教育委員会等との密接な連携と協力が理
解と賛同を得やすくなる」や「今後は活動の理念と運営手法を時代に即した
ものとなるように改善を重ねながら丁寧な情報発信をし、リスク管理ととも
に勇気を持って取り組んでいくことが肝要であろう」などといった話が出て
いました。

　第２分科会では「多忙化解消等、今求め
られているPTAの役割と研修」をテーマに
グループディスカッションを行いました。
　子どもたちを最前線で支える教職員が
心身ともに健康で、その専門性を十二分に発揮し、質の高い授業や教育活動
を担っていけるよう保護者・PTAそして地域が学校と手を取り合い、家庭教
育力を向上させながら学校教育を支えていくにはどうしたらよいのかについ
て話し合い「会議や事務的な時間の削減」「コミュニケーション不足の解消」
など活発な意見交換が行われました。

　第３分科会では「安全・安心　子どもた
ちを取り巻く環境問題への取組」をテーマ
に、子どもたちの安全・安心を確保するた
めには何が一番有効なのか、そして何を
優先すべきなのかを考えました。ワールド・カフェ形式の討論では登下校時
の安全・安心、SNSの利用について活発な議論が行われ最後に参加者全員
による意見の共有を行いました。共有された意見をもとに各指定都市、単P
で実際に行動にうつされ、子どもたちがより安全・安心な環境で過ごせるよ
うになることを希望します。

　第４分科会では「広報活動」をテーマに、
前半は各協議会が持ち寄った広報紙の特
徴などを発表してもらい、後半はワールド
カフェ形式での討議を行いました。「広報
紙とソーシャルメディア等の活用」「目線を下げて子どもでも興味がわく広報
紙づくり」などのたくさんの話が出ており、今後の活動等の情報発信に非常
に参考となる話し合いが出来ました。そして今回の話し合いで得られた内容
を新潟市Ｐ連の広報活動にもつなげて行ければと考えています。

～第６７回 日本ＰＴＡ全国研究大会 兵庫大会～

全国から１６指定都市ＰＴＡが新潟市に集結 子どもたちを危険から守るために！！

「地域で見守りプロジェクトぴいす金津」

中野山小学校ＰＴＡ「地域安全マップ」づくり

　ぴいすとはPTAの「Ｐ」と「椅子」を組み合わせた名称で椅子を使った新し
い形の防犯活動です。今年6月に開催された新潟市小中学校ＰＴＡ連合会年
度初め研修会で講師として来県された犯罪学専門家、立正大学の小宮信夫
教授に効果的なホットスポット（犯罪の起きやすい条件の場所）対策として評
価していただきました。通学路のホットスポットに地域の人の手で塗装・管理
された椅子を設置し自由に座っていただく事により「人の気配を感じられる
場所に変えていこう！」「地域で見守りをしてもらおう！」という取り組みです。

　新潟市立中野山小学校PTAでは、近年中野山小学校区コミュニティ協議会と共催して、地域安全マップづくりを行ってきまし
た。「地域安全マップ」とは、立正大学小宮信夫教授が考案した子どもの犯罪被害防止教育プログラムで、犯罪が起きやすいとさ
れる「誰もが入りやすい場所」かつ「誰からも見えにくい場所」をフィールドワークで点検し、地図に写真やインタビュー記事を貼
り、表していく作業です。
　中野山小学校ＰＴＡも子どもたちが主体的となって自らの目線で危険箇所を点検して写真や記事を集め、それをオリジナリ
ティを交え見やすいように掲載しマップを作成しました。
　「新潟県地域安全マップづくりコンテスト」に今年も４作品を出展し、２年連続の新潟県知事賞（最優秀賞）、新潟県教育長賞
（優秀賞）、安全マップ賞（佳作）を受賞することが出来ました。
　来年度も、「地域安全マップ」を通し、地域と一体になって子どもの犯罪に巻き込まれない力を身につけるという目標に向かっ
て、この活動を継続していきたいと思います。

　これらの活動により秋には秋葉警察署から感謝状をいただき、「新潟県
犯罪のない安全で安心なまちづくり県民大会」では、特別功労団体として
表彰していただきました。

①「あつめる」地域で不要になった木製の椅子を寄付していただく。
②「ぬる」定期的に塗装イベントを開催し、地域の児童や住民の皆さんに
　オレンジ色に塗ってもらうことで防犯意識の継続を図る。
③「すわる」入りやすく見えにくい場所などの条件に該当するホットスポットに
　椅子を設置し、地域の皆様に自由に座っていただくことで見守ってもらう。
④「まもる」夏休み前の集団下校時に
　「子どもたちによる子どもたちの為の地域安全MAP作り」

犯罪の起きやすい場所

 「人が入りやすく
  　見えにくい場所」
などに椅子を置いて

座ってもらうことで

「人の気配がある
  　あたたかい場所」へ

新潟県知事賞(最優秀賞) 新潟県教育長賞(優秀賞)
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　９月１２日、１３日の２日間、ホテルオークラ新潟にて「すべては
心豊かな子どもたちへ」をテーマに情報交換会が開催され、全国
１６の指定都市ＰＴＡ（連絡）協議会から１３１名の参加がありまし
た。１日目は、４つの分科会に分かれ情報交換を行いました。

　２日目は、全体会において分科会の報告が行われた後、日本ペップトーク普及協会代表理事の
岩﨑由純氏より「子どもの心を育てる言葉かけ」～やる気にさせるコミュニケーション術～と題し
た記念講演が行われました。
　講演でテーマとなった「ペップトーク」とは、選手や生徒、部下などを励ますために指導者が試
合（本番）前に使う「激励のショートスピーチ」のことで、元気・活気・勇気を与えるトーク術です。
　事実を受け入れ、とらえ方を肯定的に変えて、相手に「して欲しい」ことをポジティブな言葉
で伝えることで、成功をイメージしてもらう方法をお話しいただきました。

８月２３日（金）・２４日（土）の2日間にわたり第67回日本ＰＴＡ全国研究大会が兵庫県にて開催さ
れ、新潟市Ｐ連からは２０名で参加してきました。
１日目は各分野別に兵庫県内１０会場にて分科会が行われ、新潟市Ｐ連は第１分科会と特別第２分
科会に分かれて参加し、特別第２分科会では文科省が進めている、地域が学校運営に積極的に係
わって行く制度「コミュニティ・スクール」（学校運営協議会制度）について導入事例などを交えながら講演・討議を聞いて、今後の学
校運営の在り方などについて学んできました。
２日目は神戸市のワールド記念ホールにおいて全体会が行われ、記念講演にメンタリスト ＤａｉＧｏさんの講演がありました。ＤａｉＧｏ
さんはメンタリストの視点から子育てのコツや、ＰＴＡ活動についても「ＰＴＡを心理学的にラクにするには活動をまじめにやろうとする
よりちょっと変えてみよう、遊び感覚も取り入れてやってみるのがいい」ということをお話されていました。
２日間参加して今後のＰＴＡ活動にたいへん参考となる大会でした。
来年度の第６８回日本ＰＴＡ全国研究大会は富山県で開催予定です。

日本ＰＴＡ全国研究大会新潟大会開催から、はや１年…

～指定都市ＰＴＡ情報交換会新潟大会～

短い
分かりやすい
肯定的な言葉を使う
魂を揺さぶる
人をその気にさせる
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ペップトークの特徴

第１分科会 「組織・運営」 第2分科会 「研修活動」

第3分科会 「地域連携」 第4分科会 「広報活動」

　第１分科会では「PTAの存在意義と任意
加入の問題を考える」というテーマで、先
行事例として、さいたま市と横浜市より実
例のご発表を頂いた後、各都市の皆様と
意見交換と情報交換をしました。話の中では「個人情報保護法への対応を同
時に対処することと、その過程で教育委員会等との密接な連携と協力が理
解と賛同を得やすくなる」や「今後は活動の理念と運営手法を時代に即した
ものとなるように改善を重ねながら丁寧な情報発信をし、リスク管理ととも
に勇気を持って取り組んでいくことが肝要であろう」などといった話が出て
いました。

　第２分科会では「多忙化解消等、今求め
られているPTAの役割と研修」をテーマに
グループディスカッションを行いました。
　子どもたちを最前線で支える教職員が
心身ともに健康で、その専門性を十二分に発揮し、質の高い授業や教育活動
を担っていけるよう保護者・PTAそして地域が学校と手を取り合い、家庭教
育力を向上させながら学校教育を支えていくにはどうしたらよいのかについ
て話し合い「会議や事務的な時間の削減」「コミュニケーション不足の解消」
など活発な意見交換が行われました。

　第３分科会では「安全・安心　子どもた
ちを取り巻く環境問題への取組」をテーマ
に、子どもたちの安全・安心を確保するた
めには何が一番有効なのか、そして何を
優先すべきなのかを考えました。ワールド・カフェ形式の討論では登下校時
の安全・安心、SNSの利用について活発な議論が行われ最後に参加者全員
による意見の共有を行いました。共有された意見をもとに各指定都市、単P
で実際に行動にうつされ、子どもたちがより安全・安心な環境で過ごせるよ
うになることを希望します。

　第４分科会では「広報活動」をテーマに、
前半は各協議会が持ち寄った広報紙の特
徴などを発表してもらい、後半はワールド
カフェ形式での討議を行いました。「広報
紙とソーシャルメディア等の活用」「目線を下げて子どもでも興味がわく広報
紙づくり」などのたくさんの話が出ており、今後の活動等の情報発信に非常
に参考となる話し合いが出来ました。そして今回の話し合いで得られた内容
を新潟市Ｐ連の広報活動にもつなげて行ければと考えています。

～第６７回 日本ＰＴＡ全国研究大会 兵庫大会～

全国から１６指定都市ＰＴＡが新潟市に集結 子どもたちを危険から守るために！！

「地域で見守りプロジェクトぴいす金津」

中野山小学校ＰＴＡ「地域安全マップ」づくり

　ぴいすとはPTAの「Ｐ」と「椅子」を組み合わせた名称で椅子を使った新し
い形の防犯活動です。今年6月に開催された新潟市小中学校ＰＴＡ連合会年
度初め研修会で講師として来県された犯罪学専門家、立正大学の小宮信夫
教授に効果的なホットスポット（犯罪の起きやすい条件の場所）対策として評
価していただきました。通学路のホットスポットに地域の人の手で塗装・管理
された椅子を設置し自由に座っていただく事により「人の気配を感じられる
場所に変えていこう！」「地域で見守りをしてもらおう！」という取り組みです。

　新潟市立中野山小学校PTAでは、近年中野山小学校区コミュニティ協議会と共催して、地域安全マップづくりを行ってきまし
た。「地域安全マップ」とは、立正大学小宮信夫教授が考案した子どもの犯罪被害防止教育プログラムで、犯罪が起きやすいとさ
れる「誰もが入りやすい場所」かつ「誰からも見えにくい場所」をフィールドワークで点検し、地図に写真やインタビュー記事を貼
り、表していく作業です。
　中野山小学校ＰＴＡも子どもたちが主体的となって自らの目線で危険箇所を点検して写真や記事を集め、それをオリジナリ
ティを交え見やすいように掲載しマップを作成しました。
　「新潟県地域安全マップづくりコンテスト」に今年も４作品を出展し、２年連続の新潟県知事賞（最優秀賞）、新潟県教育長賞
（優秀賞）、安全マップ賞（佳作）を受賞することが出来ました。
　来年度も、「地域安全マップ」を通し、地域と一体になって子どもの犯罪に巻き込まれない力を身につけるという目標に向かっ
て、この活動を継続していきたいと思います。

　これらの活動により秋には秋葉警察署から感謝状をいただき、「新潟県
犯罪のない安全で安心なまちづくり県民大会」では、特別功労団体として
表彰していただきました。

①「あつめる」地域で不要になった木製の椅子を寄付していただく。
②「ぬる」定期的に塗装イベントを開催し、地域の児童や住民の皆さんに
　オレンジ色に塗ってもらうことで防犯意識の継続を図る。
③「すわる」入りやすく見えにくい場所などの条件に該当するホットスポットに
　椅子を設置し、地域の皆様に自由に座っていただくことで見守ってもらう。
④「まもる」夏休み前の集団下校時に
　「子どもたちによる子どもたちの為の地域安全MAP作り」

犯罪の起きやすい場所

 「人が入りやすく
  　見えにくい場所」
などに椅子を置いて

座ってもらうことで

「人の気配がある
  　あたたかい場所」へ

新潟県知事賞(最優秀賞) 新潟県教育長賞(優秀賞)
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　９月１２日、１３日の２日間、ホテルオークラ新潟にて「すべては
心豊かな子どもたちへ」をテーマに情報交換会が開催され、全国
１６の指定都市ＰＴＡ（連絡）協議会から１３１名の参加がありまし
た。１日目は、４つの分科会に分かれ情報交換を行いました。

　２日目は、全体会において分科会の報告が行われた後、日本ペップトーク普及協会代表理事の
岩﨑由純氏より「子どもの心を育てる言葉かけ」～やる気にさせるコミュニケーション術～と題し
た記念講演が行われました。
　講演でテーマとなった「ペップトーク」とは、選手や生徒、部下などを励ますために指導者が試
合（本番）前に使う「激励のショートスピーチ」のことで、元気・活気・勇気を与えるトーク術です。
　事実を受け入れ、とらえ方を肯定的に変えて、相手に「して欲しい」ことをポジティブな言葉
で伝えることで、成功をイメージしてもらう方法をお話しいただきました。

８月２３日（金）・２４日（土）の2日間にわたり第67回日本ＰＴＡ全国研究大会が兵庫県にて開催さ
れ、新潟市Ｐ連からは２０名で参加してきました。
１日目は各分野別に兵庫県内１０会場にて分科会が行われ、新潟市Ｐ連は第１分科会と特別第２分
科会に分かれて参加し、特別第２分科会では文科省が進めている、地域が学校運営に積極的に係
わって行く制度「コミュニティ・スクール」（学校運営協議会制度）について導入事例などを交えながら講演・討議を聞いて、今後の学
校運営の在り方などについて学んできました。
２日目は神戸市のワールド記念ホールにおいて全体会が行われ、記念講演にメンタリスト ＤａｉＧｏさんの講演がありました。ＤａｉＧｏ
さんはメンタリストの視点から子育てのコツや、ＰＴＡ活動についても「ＰＴＡを心理学的にラクにするには活動をまじめにやろうとする
よりちょっと変えてみよう、遊び感覚も取り入れてやってみるのがいい」ということをお話されていました。
２日間参加して今後のＰＴＡ活動にたいへん参考となる大会でした。
来年度の第６８回日本ＰＴＡ全国研究大会は富山県で開催予定です。

日本ＰＴＡ全国研究大会新潟大会開催から、はや１年…

～指定都市ＰＴＡ情報交換会新潟大会～

短い
分かりやすい
肯定的な言葉を使う
魂を揺さぶる
人をその気にさせる

●
●
●
●
●

ペップトークの特徴

第１分科会 「組織・運営」 第2分科会 「研修活動」

第3分科会 「地域連携」 第4分科会 「広報活動」

　第１分科会では「PTAの存在意義と任意
加入の問題を考える」というテーマで、先
行事例として、さいたま市と横浜市より実
例のご発表を頂いた後、各都市の皆様と
意見交換と情報交換をしました。話の中では「個人情報保護法への対応を同
時に対処することと、その過程で教育委員会等との密接な連携と協力が理
解と賛同を得やすくなる」や「今後は活動の理念と運営手法を時代に即した
ものとなるように改善を重ねながら丁寧な情報発信をし、リスク管理ととも
に勇気を持って取り組んでいくことが肝要であろう」などといった話が出て
いました。

　第２分科会では「多忙化解消等、今求め
られているPTAの役割と研修」をテーマに
グループディスカッションを行いました。
　子どもたちを最前線で支える教職員が
心身ともに健康で、その専門性を十二分に発揮し、質の高い授業や教育活動
を担っていけるよう保護者・PTAそして地域が学校と手を取り合い、家庭教
育力を向上させながら学校教育を支えていくにはどうしたらよいのかについ
て話し合い「会議や事務的な時間の削減」「コミュニケーション不足の解消」
など活発な意見交換が行われました。

　第３分科会では「安全・安心　子どもた
ちを取り巻く環境問題への取組」をテーマ
に、子どもたちの安全・安心を確保するた
めには何が一番有効なのか、そして何を
優先すべきなのかを考えました。ワールド・カフェ形式の討論では登下校時
の安全・安心、SNSの利用について活発な議論が行われ最後に参加者全員
による意見の共有を行いました。共有された意見をもとに各指定都市、単P
で実際に行動にうつされ、子どもたちがより安全・安心な環境で過ごせるよ
うになることを希望します。

　第４分科会では「広報活動」をテーマに、
前半は各協議会が持ち寄った広報紙の特
徴などを発表してもらい、後半はワールド
カフェ形式での討議を行いました。「広報
紙とソーシャルメディア等の活用」「目線を下げて子どもでも興味がわく広報
紙づくり」などのたくさんの話が出ており、今後の活動等の情報発信に非常
に参考となる話し合いが出来ました。そして今回の話し合いで得られた内容
を新潟市Ｐ連の広報活動にもつなげて行ければと考えています。

～第６７回 日本ＰＴＡ全国研究大会 兵庫大会～

全国から１６指定都市ＰＴＡが新潟市に集結 子どもたちを危険から守るために！！

「地域で見守りプロジェクトぴいす金津」

中野山小学校ＰＴＡ「地域安全マップ」づくり

　ぴいすとはPTAの「Ｐ」と「椅子」を組み合わせた名称で椅子を使った新し
い形の防犯活動です。今年6月に開催された新潟市小中学校ＰＴＡ連合会年
度初め研修会で講師として来県された犯罪学専門家、立正大学の小宮信夫
教授に効果的なホットスポット（犯罪の起きやすい条件の場所）対策として評
価していただきました。通学路のホットスポットに地域の人の手で塗装・管理
された椅子を設置し自由に座っていただく事により「人の気配を感じられる
場所に変えていこう！」「地域で見守りをしてもらおう！」という取り組みです。

　新潟市立中野山小学校PTAでは、近年中野山小学校区コミュニティ協議会と共催して、地域安全マップづくりを行ってきまし
た。「地域安全マップ」とは、立正大学小宮信夫教授が考案した子どもの犯罪被害防止教育プログラムで、犯罪が起きやすいとさ
れる「誰もが入りやすい場所」かつ「誰からも見えにくい場所」をフィールドワークで点検し、地図に写真やインタビュー記事を貼
り、表していく作業です。
　中野山小学校ＰＴＡも子どもたちが主体的となって自らの目線で危険箇所を点検して写真や記事を集め、それをオリジナリ
ティを交え見やすいように掲載しマップを作成しました。
　「新潟県地域安全マップづくりコンテスト」に今年も４作品を出展し、２年連続の新潟県知事賞（最優秀賞）、新潟県教育長賞
（優秀賞）、安全マップ賞（佳作）を受賞することが出来ました。
　来年度も、「地域安全マップ」を通し、地域と一体になって子どもの犯罪に巻き込まれない力を身につけるという目標に向かっ
て、この活動を継続していきたいと思います。

　これらの活動により秋には秋葉警察署から感謝状をいただき、「新潟県
犯罪のない安全で安心なまちづくり県民大会」では、特別功労団体として
表彰していただきました。

①「あつめる」地域で不要になった木製の椅子を寄付していただく。
②「ぬる」定期的に塗装イベントを開催し、地域の児童や住民の皆さんに
　オレンジ色に塗ってもらうことで防犯意識の継続を図る。
③「すわる」入りやすく見えにくい場所などの条件に該当するホットスポットに
　椅子を設置し、地域の皆様に自由に座っていただくことで見守ってもらう。
④「まもる」夏休み前の集団下校時に
　「子どもたちによる子どもたちの為の地域安全MAP作り」

犯罪の起きやすい場所

 「人が入りやすく
  　見えにくい場所」
などに椅子を置いて

座ってもらうことで

「人の気配がある
  　あたたかい場所」へ

新潟県知事賞(最優秀賞) 新潟県教育長賞(優秀賞)
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～「ぴいす金津」「中野山小学校ＰＴＡ」　安心安全対策の取り組み紹介～
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本部会

～自身の成長の場として～ 小見会長挨拶
　皆様には日ごろよりPTA活動にご理解とご尽力を頂いておりますことに感謝申し上げます。PTA活動は、子ど
もたちの「教育環境の向上」と併せて「家庭教育の充実」に大きな役割を果たしています。特にPTA活動を通じて
私たち保護者同士がお互いにつながり、対話や交流することで、いろんな立場や考え方があることに気づいたり、
自身の行動を振り返ったりと、保護者自身の成長の場にもなっているものと思っています。「すべては心豊かな子
どもたちへ」を合言葉に、皆さんと力を合わせて一歩ずつ前進できればと思います。

ホームページもご覧ください！
新潟市小中学校PTA連合会

Contents
…会長挨拶/新潟市Ｐ連研究大会 南区大会 …安心安全対策の取り組み紹介   　
…情報交換会新潟大会開催報告/日P兵庫大会報告 …広報紙コンクール/交流会開催のお知らせ/編集後記
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記編 集 後
　今号では市Ｐ連研究大会を始め、指
定都市情報交換会新潟大会など、各
大会の報告をさせて頂きました。色々
な地区や県外都市の活動を知って頂
き、より活発なＰＴＡ活動に繋がって行
ければと思います。ご協力頂いた皆
様、ありがとうございました。

＜広報委員会＞
長谷川雅朗(葛塚東小)
南雲　保子（白新中）
鳴海さやか（光晴中）
坂爪　豪　（東石山中）
植木　圭　（関屋小）
伊藤　英樹（大野小）
如澤　栄輝（中之口中）
入江　清次（中学校長会）
渡邉　愛子(南中野山小)

副委員長
委　員

Special 
Thanks

委員長

令和２年２月８日（土） 受付 12：５０～　開会 １３：２０～日時

ANAクラウンプラザホテル新潟会場

研修会

仲島正教（なかじま まさのり）氏　教育サポーター
「今日の家庭教育が果たすべき役割」

新潟市立巻東中学校ＰＴＡ
「親子で守ろう！～通信機器やSNSの安全な利用を目指して～」

テーマ「教職員の多忙化解消に向けた一枚一枚取組の成果と課題」

講演会
演題

実践
発表

右記のとおり、新潟市PTA交流会を開催いたします。
一般PTA会員の方も是非ご参加ください。
申込みについては、各学校へ案内文と申込書を送付しておりま
すので、各学校単位でお申し込みください。

新潟市PTA交流会お知らせ

第37号
令和元年12月

新潟市小中学校ＰＴＡ連合会
新潟市中央区幸西３－３－１
じょいあす新潟会館
TEL:（025）242-0177

新潟市小中学校ＰＴＡ連合会基本構想におけるスローガン

すべては心豊かな子どもたちへ　
親のおもい、学校のちから、地域のやさしさ

第５１回 日本ＰＴＡ関東ブロック研究大会　千葉市大会
１０月１２日（土）・１３日（日）に行われる予定でした第５１回日本ＰＴＡ関東ブロック研究大会千葉市大会については、
台風１９号の影響により中止となりました。
来年度の関東ブロック研究大会は栃木県宇都宮市で令和２年１１月１４日（土）・１５日（日）に開催予定です。

できない子はいない 時間がかかるだけである 他の子とくらべない
～新潟市小中学校ＰＴＡ連合会研究大会 南区大会～

　オープニングでは月潟小学校児童が練習を積んできた月潟太鼓「黄金
（こがね）」「かぐわら」を披露してくれました。堂々とした振る舞いは大人
顔負けの素晴らしい演奏でした。
　白根高等学校少林寺拳法部の演武では、男子組演武と男子単独演武
を披露してくれました。「突き、蹴り、受け」の素早い動きが会場の空気を
揺さぶるほどでした。
　実践発表では茨曽根小学校PTAが（PTA総会、授業参観出席率１００％）
「PTAの奉仕活動」「子ども大凧合戦大会」「文化祭バザー」などの活動を
通じ、保護者と学校と地域とのかかわりを発表していただきました。
　味方中学校PTAの発表では、小学校と中学校が隣接していることもあ
り児童生徒及び教職員間での小中連携での取り組みを「毎朝の交通安全
指導やあいさつ運動」「学習ボランティア」「防災マップ作り」「読み聞かせ
活動」などを通じて紹介してくれました。

アトラクション　月潟太鼓、白根高等学校少林寺拳法部演武
実践発表：茨曽根小学校PTA、味方中学校PTA
講演会：宮本延春（みやもと まさはる）氏
閉会式

令和元年　11月9日（土）13：15～16：25日時

白根学習館ラスペックホール会場 約400人参加人数

「育もう子どもの自己肯定感！」
～子どもたちが自信をもって自らの手で未来を切り拓くために～

大会
主題

プ
ロ
グ
ラ
ム

　著書「オール１の落ちこぼれ、教師になる」で知られる元教師。いじめが原因で学校嫌いになり、中１の成績はオール１。23歳の時に
見たアインシュタインのビデオに衝撃を受け、勉学に励み教師となる。いじめられていた時代のお話から、なぜ勉強をしようと考えた
のか？自身の半生を笑いあり涙あり楽しく語ってくださいました。
　講演で感銘を受けたフレーズを一部ですが紹介します。
〇「子どもとの会話では共感的理解が大切である」否定から入らない、価値観を大切にする、気持ちに寄り添う。
〇自己評価と他者評価は表裏一体であり他人からたくさん「〇（まる）」を出してもらえた子は自分にもたくさん
　「〇（まる）」を出せるようになる。
〇「できない子はいない、時間がかかるだけである。他の子とくらべない」
　前向きになる言葉をたくさんいただきました。参加していただいた皆様からも「子どもたちの自己肯定感につながるかかわり方を
教えていただき参考になりました」と意見も寄せられました。たくさんのご参加ありがとうございます。

講演会「子どもの自己肯定感を育む大人の役割について」 エッセイスト、元高校教師、作家　宮本延春氏

　広報紙コンクールにたくさんのご応募ありがとうございました。
新潟日報社編集局報道部第二部長の小原広紀様を審査委員長に
迎え審査した結果、PTA広報紙の目的・使命・記事・編集・レイアウ
ト・見出しなどの評価が総合的に優れていた計10校が見事に受賞
の栄誉に輝きました。

PTA便りって こんなに面白いんだ！
新潟市小中学校PTA連合会 広報紙コンクール結果

　「PTA便りはどこも似通っているんじゃないか」。そんな浅はか
な先入観があっさり打ち砕かれました。初めての審査で多彩な作
品に触れ、「PTA便りって、こんなに面白いんだ」と開眼させられた
思いです。
　どの広報紙も作り手のみなさまの「読んでほしい」という熱意
と、子供を慈しみ、地域を愛する思いがあふれていました。仕事や
子育てで忙しい中、充実した紙面を作るのは本当に大変だと思い
ます。みなさまの努力に脱帽しつつ、とても楽しく審査させていた
だきました。

小原様からの審査講評（抜粋）

小学校の部

最優秀賞
優秀賞
奨励賞
奨励賞
奨励賞
奨励賞

和納小学校「のぞみ」
万代長嶺小学校「翔」
鳥屋野小学校「鳥屋野」
漆山小学校「あしなみ」
大形小学校「かけはし」
葛塚東小学校「しのゝ め」

中学校の部

最優秀賞
優秀賞
奨励賞
奨励賞

大形中学校「ぽぷら」
葛塚中学校「PTAくずつか」
藤見中学校「藤見」
五十嵐中学校「薫風」

小学校の部 最優秀賞
和納小学校
「のぞみ」

中学校の部 最優秀賞
大形中学校
「ぽぷら」


